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特別利益の発生並びに2020年9月期業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

 

2019 年 11 月 8 日に公表しました「2019 年 9 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定とし

ておりました特別利益の発生並びに 2020 年 9 月期業績予想及び配当予想につきまして、下記の通りと

致しましたのでお知らせ致します。 

 

 

記 

 

 

１．2020 年９月期第２四半期業績予想 

（2019 年 10 月 1 日～2020 年 3 月31日） 

(1）連結業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） － － － － －

今回発表予想（Ｂ） 33,200 1,910 2,170 1,300 44.65

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － －

増減率（％） － － － － －

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（2019 年 9月期第 2 四半期） 
35,541 1,841 2,022 894 30.71

 

(2）個別業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） － － － － －

今回発表予想（Ｂ） 21,540 1,480 1,850 4,840 166.23

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － －

増減率（％） － － － － －

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（2019 年 9月期第 2 四半期） 
21,421 1,077 1,342 600 20.63

 



２．2020 年９月期通期業績予想 

（2019 年 10 月 1 日～2020 年 9 月 30 日） 

(1）連結業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） － － － － －

今回発表予想（Ｂ） 58,000 830 1,140 110 3.78

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － －

増減率（％） － － － － －

（ご参考）前期実績 

（2019 年 9月期） 
60,698 73 454 △5,344 △183.54

 

(2）個別業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） － － － － －

今回発表予想（Ｂ） 38,000 480 1,160 3,900 133.94

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － －

増減率（％） － － － － －

（ご参考）前期実績 

（2019 年 9月期） 
35,617 △383 3 △4,672 △160.49

 

３．配当予想 

 年 間 配 当 金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 － － － －  － 

今回発表予想 － 10.00 － 10.00  20.00 

当期実績 － － － －  － 

前期実績 

（2019年９月期） 
－ 10.00 － 10.00  20.00 

 

４．公表の理由 

2020年9月期の業績予想につきましては、１年間の業績予想を合理的に算定することが困難であっ

たことから未定としておりましたが、最近の状況及び業績動向等を踏まえ、上記の通り業績予想及

び配当予想を公表致します。 

また、配当金につきましては、株主の皆様に対する利益還元を重要政策の一つとして位置付け、

財務体質と経営基盤の強化を図ると共に安定的な配当の継続を業績に応じて行うことを基本方針と

しております。当期の配当金につきましては、前期と同様に１株当たり20円とする予定であります。 

 

５．特別利益の発生について 

個別業績予想の特別利益に㈱フタタとの合併に伴い、抱合せ株式消滅差益として3,674百万円の発

生を見込んでおりますが、連結上は相殺され影響はございません。 

 

※上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


